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恐竜が絶滅した時代の生き延び方

ウミガメ 
News Letter

No.52

中生代は恐竜が繁栄した時代として知られています。恐
竜は約2億年もの永い間、繁栄し種の多様化と体の大

型化が知られています。ウミガメを含む多くのカメ類も同じ
時代を生きて、同じ様に多様化と大型化しました。しかし恐
竜が繁栄した中生代は、約6600万年前に終わります。そ
の原因は、直径10kmの小惑星が地球に衝突したことと、
その５万年ほど後に起きた大規模な火山活動によると考えら
れています。この事によって約100万年続いた気候の寒冷
化と日照不足の為にその時代を支えていた食物連鎖が乱れ
たと考えられていて、ほとんどの恐竜や特定の餌に頼ってい
た多くの種が滅びました。一方で小さな体で様々なものを
餌としていた種はこの環境変化を乗り越えたと考えられてい
ます。またこの時代を生き延びたカメ類やウミガメ類が生息
していた環境への影響は陸地に比べて大きくなかった様で
す。その後、地球の環境と食物連鎖が安定すると、生き延
びた種は再び多様化しました。現在に見られるカメ類やウミ
ガメ類、恐竜の子孫である鳥類、そして私達を含む哺乳類

町民一人ひとりが相手を思いやり、多様な価値観を認め合う社会をめざしましょう。
「心温かい人々が暮らす、にぎやかな過疎の町」美波町であり続けるために人権について考え守っていくことが

まさに、“にぎやかそ”美波町まちづくりにつながります。このコーナーでは人権に対する思いを掲載していきます。
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うみがめについての質問をお送りください。
お答えします！
〒 779-2304 徳島県海部郡美波町日和佐浦
369うみがめ博物館カレッタ「質問係」

急いでいない場合、ウミガメは時速約 1km で泳ぎます。
ペンギンの時速約 6km と比べると遅いのですが、ウミ
ガメにとって最もムダなく泳げる速度だということが最
近の研究で分かりました。

新しい出会いの中で〜「違い」を力に変える心〜
　桜の季節とともに、いよいよ新年度が始まりました。入園・入学、就職、職場での人事
異動など、この時期は多くの人にとって「新しい出会い」の季節です。
　期待と不安が入り混じる中、私たちはこれまでとは違う環境で、異なる価値観や背景を持
つ人々と出会います。この「新しい出会い」は、お互いの人権について改めて考える素晴
らしいチャンスでもあります。

〇「普通」を押し付けていないでしょうか？
　新しい環境に入ると、つい「ここではこれが普通」というルールに自分や他人を当てはめようとしがちです。
　しかし、真に人権が守られるためには、多様な一人ひとりが、その個性を認められることが欠かせません。
　「みんな一緒」であることよりも、「みんな違うけれど、誰もが大切にされる」社会。職場や学校、地域で、誰かのちょ
っとした違いを「変だ」と排除したり、偏見の目で見たりすることなく、「人にはそれぞれの事情がある」と理解しようと努
めること。それが人権尊重の第一歩です。

〇その「決めつけ」、心当たりはありませんか？　「アンコンシャス・バイアス」　
　初めて会った相手に対して、「若そうだから経験がなさそうだ」「外国の人だから言葉が通じないかもしれない」といった、
無意識の「思い込み（アンコンシャス・バイアス）」を持ってしまったことはありませんか？
　こうした思い込みは、私たちの脳が情報を整理するために無意識に行うものですが、時として相手の本当の姿を曇らせ、
心の距離を遠ざけてしまうことがあります。

サクラダイは体長 15cm ほどで、オス
には鮮やかな赤色の体に桜の花びらの
ような白い斑点があり、それが名前の
由来です。
日本では本州中部以南の岩礁域で群れ
で生息しています。
沖 縄 本 島 周 辺では少なくとも水 深
100m 超えの深場に生息しているよう
ですが、美波町の海では水深 20 ～
30m ほどで見られます。
時には大きな群れが見られ、その光景

はまるで桜の花吹雪のようでとてもき
れいです。
サクラダイは「雌

しせいせんじゅく
性先熟」という性質

をもち、最初はメスとして生まれ成長
し、群れの中で大きくなった個体がオ
スへと性転換します。
メスの体色はオレンジ色で背鰭には黒
い斑点があります。
主に動物プランクトンや小型の甲殻類
を食べています。

（ダイバー：長楽美保）
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〇「思いやり」の根拠は、確かな「人権意識」
　「人権＝思いやり」と言われることがありますが、単なる親切心だけでは、時に義務感や押し付けになってしまうこともあ
ります。
　真の人権感覚とは、相手が不当に扱われている状況に「おかしい」と気づく力、そして自分と相手が「対等な存在である」
と認識する力です。
　「わがまま」だと切り捨てるのではなく、「どんな困りごとがあるのだろう」と想像する姿勢。言葉の壁や障害、性的指向
やルーツ、あるいは年齢などを理由に、誰かが不利益を被るようなことはあってはなりません。
　一人ひとりが相手の立場を想像し、尊厳を守り合う姿勢こそが、本当の「優しさ」であり、「人権を守る行動」につながります。

〇春から始める、身近な人権の取り組み

　誰かにとっての「安心できる居場所」は、あなたの一言や行動から作られます。
　この春、お互いの個性を尊重し、心をつなぐ温かな一歩を踏み出してみませんか。

▶１．「おはよう」の一言から（存在を認める）
挨拶は、相手の存在を認め、敬意を払う最もシンプルな行為です。相手が自分と違う個性を持っていても、同じ地域・
組織で過ごす仲間として、笑顔で挨拶を交わすことから始めましょう。

▶２．決めつけを一度立ち止まって考える（偏見の解消）
「外国人だから」「高齢だから」「女性/男性だから」といった、ステレオタイプで判断していませんか？
言葉にする前に、「本当にそうだろうか」と一度自分に問いかけてみてください。

▶３．「おかしい」と感じたら意思表示を（勇気の連鎖）
いじめやハラスメント、差別的な言葉を見過ごすことは、結果的にそれを認めることにつながります。一人で抱え込まず、
周囲と協力して「それは良くない」という意思を示すことが、安心できる社会を守る力になります。

　この4月、身近なところから「人権の視点」を取り入れてみませんか。

などもその一部です。代表的な種の大量絶滅はこれまでに
10回、特に”Big 5”と呼ばれる大量絶滅(図中の黄色三角
)では著しい種族数の減少が在りました。図は海洋生物の種
族数から見た生物の絶滅と繁栄を示していますが、地球全
体でもおおよそ同じ様に推移したと考えられます。大量絶
滅というと良くない印象を持ちますが、その後には新たな
種の出現と繁栄が在ります。また、いずれの場合も百万年
単位の長い時間をかけて起こり、生物はその間に姿を変え、
つまり進化して環境の変化に適応してきました。これに対し
て、現在、人の影響で起きている環境の変化は100年くら
いの猛烈な速さで進行しています。この事に生物の進化は
到底、追いついてゆけず、恐竜が滅んだ時代を生き延びた
ウミガメ類もその数を減らしています。（館長：平手康市）


